
国土形成計画モニタリング手法研究会の目的及び進め方 

 

(1) 名称：『国土形成計画モニタリング手法研究会』 
 

(2) 目的： 

平成19年度国土形成モニタリング調査を実施するに当たり、以下の事項を検討

するため、学識者等による研究会を設置する。 

① 国土形成計画のモニタリングシステムのあり方 
② 国民に分かりやすいモニタリングシステムのあり方 
③ モニタリングにおける国民の参加と協働のあり方 
④ その他 
 

(3) 研究会委員の選定： 

国土形成計画の背景となっている人口減少、少子高齢化社会の到来やアジア経済

の相互依存関係の深化、情報通信技術の発展等に関する知見を有するとともに、国

土形成計画の５つの戦略的目標の検討内容や国土計画の策定過程や実務にも詳し

い学術者に加えて、マスコミ等国民への情報発信や国民世論の動向把握技術に優れ

た専門家をメンバーとして選定する。 

 

(4) 開催計画： 

本年度中に5回程度の会合を開催して、国土形成計画や現行国土モニタリングシ

ステムの概要等に関する情報収集を行うとともに、上記検討項目に関する調査審議

を行う。 

 

 別紙１：平成 19 年度国土形成モニタリング調査について 

 

 別紙２：国土形成計画における戦略的目標及びモニタリングの考え方の概要 

 

 別紙３：研究会開催スケジュール（案） 
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平成 19 年度国土形成モニタリング調査について 
 

国土形成計画の戦略目標の実施によって実現される新しい国土像や国土の状況、国

民に与えるインパクト、満足度等をモニタリングしてゆくため、国土形成計画モニタ

リングシステムの整備(H20 年度実施予定)に向けて、既存の国土のモニタリングシス

テムのレビューを行うとともに、国土形成計画の推進に向けた、国民に分かりやすく

インパクトの強いモニタリングシステムのあり方を検討する。 

 

調 査 開 始

研 究 会 の 設 置

新 た な モ ニ タ リ ン グ シ ス
テ ム の 検 討 検 討

戦 略 的 目 標

モ ニ タ リ ン グ と
評 価 の 方 針

新 し い 国 土 計 画 の 枠 組 み

欧 州 空 間 開 発 計 画
の モ ニ タ リ ン グ

既 存 の 国 土 の モ ニ タ リ
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五 全 総 以 降 の 経
済 社 会 の 変 化

報 告 書 の 取 り ま と め
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査
　
　

審
　
　

議

図 ‐ １ 　 調 査 の 全 体 フ ロ ー
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国土形成計画における戦略的目標及びモニタリングの考え方の概要 

 

（国土形成計画の戦略的目標） 

国土形成計画では、多様な広域ブロックが自立的に発展するとともに、美しく、暮

らしやすい国土を実現することとしており、そのための戦略の柱として、 
i 世界に発展するシームレスアジアの形成 
ii 持続可能な地域の形成、 
iii 災害に強いしなやかな国土の形成、 
iv 美しい国土の管理と継承 
v 『新たな公』を基軸とする地域づくり 

を掲げ、多様な主体の協働によって、効果的に計画を推進することとしている。 
上記の戦略は、グローバル化や人口減少という時代の潮流に対応した国土の形成の

観点に立った、東アジアの成長のダイナミズムを取り込んでいくための「世界に発展

するシームレスアジアの形成」、及び、都市から農山漁村までブロック内の各地域が

活力と個性を失わず、暮らしの基盤として維持されるための「持続可能な地域の形成」

に加えて、これまでも営々と取り組みこれを更に進めていく安全で美しい国土の構築

の観点に立った、災害へのハード・ソフト一体となった備えの充実等のための「災害

に強いしなやかな国土の形成」及び、持続可能な国土を形成していくための「美しい

国土の管理と継承」、更には、以上の４つの戦略的目標を推進する上での横断的な目

標として、多様な主体が協働して戦略的に取り組んでいくための「『新たな公』を基

軸とする地域づくり」から構成。 

（国土計画のモニタリングと評価） 

国土形成計画においては、計画の関係主体への指針性を向上させるため、策定、推進、

評価のプロセスを通じて効率的、効果的な進行管理を行う「国土計画のマネジメント

サイクル」の確立が求められているが、このためには、国土をめぐる経済社会情勢、

土地利用、自然環境、国土基盤ストックの状況等様々な情報を常時収集、整理し、総

合的・体系的に分析する計画のモニタリングが必要と位置付けられている。 
的確なモニタリングの実施に向けては、地理情報システムの活用による効率的・効

果的な運用等、具体的なモニタリングの実施手順や体制のあり方、国民生活の改善に

及ぼす効果や満足度が適切に把握できるようなモニタリング指標の設定について検

討することとされている。 
 なお、モニタリング結果は、全国計画に係る政策評価の実施に際しても踏まえられ

るべきであるとされている。 
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国土形成計画モニタリング手法研究会開催スケジュール（案） 

 

 

 

開催時期 主な議題・検討事項 

第 1回会合 平成 19 年 9 月 ① 国土形成計画の概要 

② 類似・先行事例（欧州 ESPON 等） 

③ 現行の国土のシステムの評価 

 

第 2 回会合 平成 19 年 10 月 ① 新しい国土のモニタリングのあり方 

 

第 3 回会合 平成 19 年 12 月 ① 国民に分かりやすいモニタリングシステ

ムのあり方 

② 国土形成計画モニタリングシステム素案 

③ 報告書の構成 

 

第 4 回会合 平成 20 年 2 月 ① モニタリングにおける国民の参加と協働

のあり方 

② 国土形成計画モニタリングシステムの提

言案 

③ モニタリングパイロットシステム案及び

100 人アンケートの実施案 

④ 報告書の素案 

 

第 5 回会合 平成 20 年 3 月 ① モニタリングパイロットシステムに対す

る 100 人アンケートの実施結果 

② 国土形成計画モニタリングシステム最終

提言案 

③ 報告書案の検討 
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